
実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 災害対策基本法

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

災害から市民の被害を軽減するため、行政と地域、市民が一体となった防災施策が必要不可
欠であり、また、災害に備えたハード、ソフトにわたる的確な準備が必要である。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
3300

単位 25年度実績

事業番号 030201010100

無

市民

地震や台風などの自然災害や、市民の生命、財産や市民生活に重大な被害を及ぼす恐れの
ある事故等に備え、平常時の事前対策や緊急時の対応等体制を強化する。また、市民への情

4事業の類型

市民

地域防災計画策定事業 防災行政無線整備事業

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
5優先度防災事業 予算事業名 防災事業

角本　克樹担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 危機管理体制と住民への情報伝達手段を構築する

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 災害に対する防災対策を強化する

項目

実施の概要

あいおい防災ネット加入者 2372
防災講演会 回 1

活
動
実
績

1
人 2991 3230

1 1

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

96 1.088 99 1.2001.146 1.100 110

臨時職員 0.308 0.301 98 0.292 0

96 9,746,046

97

支出内訳

人件費 9,878,460 9,612,763 97 9,221,218

240,819,086

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 21,825,584 39,514,098 181

事業費 11,947,124 29,901,335 250

250,040,304 633 235,790,046

805 226,044,000 94

106

94

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 21,825,584

-

39,514,098 181 250,040,304 633

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 21,825,584 39,514,098 181 250,040,304 633 235,790,046 94

235,790,046 94

-

-

その他 -

指標説明（式） 加入者数

指標名１ あいおい防災ネット加入者

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 2200 2500 113.6 3200 128.0 3300 103.1

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 2372 2991

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

126.1 3230 108.0
回

回
目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

393 97.0

指標名１ あいおい防災ネット加入者１人当たりコスト

指標説明（式） （事業費）／加入者数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 531 433 81.5 401 92.6
円

目標 572.7 518 90.4 405 78.2

実績 - -
円

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

市民への情報伝達手段として、あいおい防災ネットへの加入を推進し、自治会
を通してPRを行うとともに防災訓練等においてもPRを行い、前年度から大きく
加入者数が増となった。また、災害時要援護者対策について、避難支援計画個
人表の作成を各単位自治会に対して依頼している 4

市民サービス
市民への情報伝達については、複数の手段でもって、迅速に確実に行う必要
がある。あいおい防災ネットの加入促進に加え、防災行政無線の整備に向け検
討を行う。

効率性

コストの節減

災害時要援護者対策として、名簿の更新作業及び避難支援計画個人表の作成
等コストをおさえて実施している。防災関連施策については、特にハード整備に
は経費が掛かるが、費用対効果を検証し、最少の経費で最大の効果が得られ
るう コスト削減の工夫をし取り組んでいく 3

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

防災備蓄倉庫及び防災資機材の配備については、当初予定通り実施できた。
今後、防災行政無線の整備に向け取り組んでいく。

4

具体的な評価観点 内容

有効性 市民サービス
市民への継続した防災に関する啓発が必要である
ことはもちろんであるが、災害時要援護者への支
援策の充実や、情報伝達手段の整備に取り組む。

評価視点
６　課題として認識された点

28.5

有効性 市民サービス

市民ニーズに適正に対処し、災害に備える必要が
あり、地域における防災マップづくりなど市民の自
助・共助の取組みを推進していくことで災害時要援
護者対策の更なる充実を図っていく。 総合評価

進捗状況

手段の最適
性

現行の方法が適切と考えるが、今後も手段については、検討していく。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

　各小学校区ごとに、地域住民が主体となった水害等による被害を想定した避難経路や安全
地帯等を確認など、より実践的な防災訓練を実施する。また、東日本大震災を教訓に津波被
害を最小限に抑えるための津波対応訓練を実施する。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
1

単位 25年度実績

事業番号 030201020100

市民とともにつくる安全なまち

各地域の実態にあった防災対策等について、市民自らが行動できるように防災訓練におい
て、より実践的な訓練を継続して実施し、市民の防災意識の高揚と地域防災力の向上を図る。

4事業の類型

市民

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
3優先度防災訓練事業 予算事業名 防災訓練事業

角本　克樹担当者名担当課長 三宅　淳一
実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 防災意識と知識の普及・啓発を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 災害に対する防災対策を強化する

項目

実施の概要

小（中）学校区防災訓練 1
小（中）学校区防災訓練

人数
人数 １８１

活
動
実
績

９５５
回

津波対応訓練

3 3
776 500

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

131 0.084 100 0.1040.064 0.084 124

臨時職員 0.020 0.020 100 0.020 0

97 1,133,678

100

支出内訳

人件費 858,118 1,057,965 123 1,024,122

0

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 921,118 1,155,125 125

事業費 63,000 97,160 154

1,024,122 89 1,233,678

0 100,000 -

111

120

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 921,118

-

1,155,125 125 1,024,122 89

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 921,118 1,155,125 125 1,024,122 89 1,233,678 120

1,233,678 120

-

-

その他 -

指標説明（式） 開催回数

指標名１ 小（中）学校区防災訓練

４　評価指標
【有効性】

指標名２ 小（中）学校区防災訓練

備考
目標 ２ ３ 150.0 ３ 100.0 １ 33.3

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 参加人数（Ｈ２３年度は津波対応訓練を含む。）

実績 １ ３

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

300.0 ３ 100.0

目標 ２００ ６００ 300.0 ４５０ 75.0 ５００ 111.1

実績 １８１ ９５５ 527.6 ７７６ 81.3

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

２４６７ 98.0

指標名１ 小（中）学校区防災訓練参加者１人当たりコスト

指標説明（式） （事業費）／参加者数（Ｈ２３年度は津波対応訓練を含む。）

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 ５０８９ １２１０ 23.8 １３２０ 109.1

目標 ５１８８ １９１５ 36.9 ２５１８ 131.5

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

防災訓練の実施により、地域内の危険箇所や避難経路を再認識するとともに、
地域住民が連携して取り組む必要性が習得できたと考える。

4

市民サービス 地域の防災力の高揚と地域防災力の向上を図ることができた。

効率性

コストの節減
訓練に必要な資機材等は整備を行うが、最少の経費で最大の効果が得られる
よう、訓練内容等を工夫し実施していきたい。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

訓練実施計画通りに進んでいる。 4

具体的な評価観点 内容

有効性
成果目標（改
善）達成度

地域・市民の防災意識高揚のため、１人でも多くの
防災力の向上を図ることができた。

評価視点
６　課題として認識された点

25.5

有効性 成果の向上
市民の防災意識の高揚及び地域防災力向上のた
め、引き続きより実践的な防災訓練の実施を検討
する。 総合評価

進捗状況

手段の最適
性

現行の方法が最適であると考えるが、検討を加えながら最適の方法にて実施し
ていきたい。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

「自らのまちは、自ら守る」という理念のもとに市民で結成された自主防災組織に対して、訓練
指導及び訓練補助を行う。

26年度実績 27年度実績 28年度計画単位 25年度実績

事業番号 030201020200

無

市民及び自主防災組織

平常時から自主防災に対する意識の醸成を図り、もって、災害時にともに助け合うことのできる
体制をつくることにより、地域住民の被害を軽減させる。

4事業の類型

市民及び自主防災組織

地域防災力向上事業

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
3優先度自主防災組織事業 予算事業名 自主防災組織事業

角本　克樹担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 防災意識と知識の普及・啓発を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 災害に対する防災対策を強化する

項目

実施の概要

自主防災組織組織率 98.8
自主防災訓練補助金 団体 2

活
動
実
績

4
％ 98.9 98.9

3

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

123 0.028 88 0.0320.026 0.032 114

臨時職員 0.012 0.012 100 0.012 0

92 567,902

100

支出内訳

人件費 546,484 635,629 116 584,978

119,740

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 639,604 819,239 128

事業費 93,120 183,610 197

704,718 86 1,307,902

65 740,000 618

97

186

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 639,604

-

819,239 128 704,718 86

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 639,604 819,239 128 704,718 86 1,307,902 186

1,307,902 186

-

-

その他 -

指標説明（式） 自主防災組織結成自治会数／自治会数

指標名１ 自主防災組織組織率

４　評価指標
【有効性】

指標名２ 自主防災組織活動費補助金

備考
目標 100 100 100.0 100 100.0 100 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 実施団体数

実績 98.8 98.9

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.1 98.9 100.0
％

回
目標 17 17 100.0 17 100.0 17 100.0

実績 2 4 200.0 3 75.0

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

43529 86.4

指標名１ 自主防災組織活動に係る１団体あたり訓練費

指標説明（式） （事業費）／訓練参加団体数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 46560 45903 98.6 39913 87.0
円

目標 32647 32706 100.2 50353 154.0

実績 3.8 7.5 197.4 5.7 76.0
％

目標 32.1
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

訓練補助金を利用した組織数は減少している。一層の周知が必要である。

3

市民サービス 自主防災意識向上のため、利用増に向けた取り組みが必要である。

効率性

コストの節減 補助要綱に基づき適切に執行できた。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

概ね計画通りに進捗している。 4

具体的な評価観点 内容

有効性 成果の向上
対象団体数と比較すると利用団体数が少なく、今
後本制度に関する一層の周知が必要である。

評価視点
６　課題として認識された点

24.5

有効性 成果の向上
対象団体に対して、関係課と連携し更なる制度の
周知を行う。

総合評価

進捗状況

手段の最適
性

現行の実施方法が最適である。

32.1 100.0 32.1 100.0 32.1 100.0

指標名２ 自主防災組織訓練参加率

指標説明（式） 訓練参加団体数／自主防災組織数

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

昭和５６年以前に建築された住宅を対象に耐震診断技術者を派遣し、耐震診断を実施する。

26年度実績 27年度実績 28年度計画単位 25年度実績

事業番号 030201030100

無

住宅

地震に対する安全性の向上を図る。

4事業の類型

市民

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 建設農林部都市整備課
3優先度簡易耐震診断推進事業 予算事業名 簡易耐震診断推進事業

國重・萩原担当者名担当課長 斎藤　誠
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 地震に対する予防対策を推進する

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 災害に対する防災対策を強化する

項目

実施の概要

診断件数 4活
動
実
績

件 3 7

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

100 0.300 160 0.2400.188 0.188 80

臨時職員 - -

143 2,472,966

- 0.100

支出内訳

人件費 1,762,486 1,815,157 103 2,589,854

216,300

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 2,052,486 1,965,157 96

事業費 290,000 150,000 52

2,806,154 143 2,781,966

144 309,000 143

95

99

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 2,052,486

-

1,965,157 96 2,806,154 143

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 2,052,486 1,965,157 96 2,806,154 143 2,781,966 99

2,781,966 99

-

-

その他 -

指標説明（式）

指標名１ 診断申込件数

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 - - -

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 ４ 3

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

75.0 7 233.3

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

-

指標名１

指標説明（式）

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 - -

目標 - -

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

市民サービス 耐震診断を行い、地震に対する安全性を認識してもらう。

3

効率性

手段の最適
性

国、県、市が診断費の補助を行い、住宅の耐震化の向上を図る。

3

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

概ね計画通りに進捗している 4

具体的な評価観点 内容

効率性 コストの節減 処理件数により、コストが増減する。

評価視点
６　課題として認識された点

22

効率性 コストの節減 作業能率の向上によりコスト縮減を図る。

総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

急傾斜対策　　　佐方地区　・　小河地区
砂防　　　　　　　 那波地区　・　旭地区

26年度実績 27年度実績 28年度計画
40

単位 25年度実績

事業番号 030201040100

急傾斜地の崩壊対策

急傾斜地の崩壊による災害から市民の生命を保護するため、急傾斜地崩壊対策工事をし､崩
壊の未然防止と被害の軽減を図る。

9事業の類型

市民

相生地区急傾斜地崩壊対策

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 建設農林部都市整備課
4優先度急傾斜地崩壊対策事業 予算事業名 急傾斜地崩壊対策事業

船曳　直志担当者名担当課長 齊藤　誠
実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 治山・治水対策を行う

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 災害に対する防災対策を強化する

項目

実施の概要

急傾斜対策施工延長 0
砂防堰堤施工延長 ｍ 0

活
動
実
績

0
ｍ 0 40.5

0 58.7

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

100 0.298 110 0.2480.270 0.270 83

臨時職員 - -

105 2,265,230

-

支出内訳

人件費 2,392,820 2,450,493 102 2,574,890

2,000,000

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 4,892,820 4,050,493 83

事業費 2,500,000 1,600,000 64

4,574,890 113 8,265,230

125 6,000,000 300

88

181

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 4,892,820

-

4,050,493 83 4,574,890 113

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 4,892,820 4,050,493 83 4,574,890 113 8,265,230 181

8,265,230 181

-

-

その他 -

指標説明（式） 工事実施延長÷工事計画延長

指標名１ 工事完了総延長

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 - - -

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

- -
%

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

-

指標名１ m当り単価

指標説明（式） 事業費÷実施延長

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 - -
円

目標 - -

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果の向上 現在、第２工区内の権利者の土地調査を実施し、工事着工を目指す。

効率性

負担割合の
適正化

全体コストに占める市の負担割合は１割であり、地方財政法２７条第１項に基
づき適正である。

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

概ね計画どおり進捗している。

具体的な評価観点 内容評価視点
６　課題として認識された点

8総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 消防法

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

消火栓点検、防火水槽点検（１基につき年１回とする）

26年度実績 27年度実績 28年度計画
826

単位 25年度実績

事業番号 030202010300

無

消火栓・防火水槽

火災による被害を最小限にするため、消火作業に最も必要な消火栓・防火水槽の点検を実施
し、水利施設の維持管理を行い、消防力の充実を図る。

2事業の類型

市民

消火栓工事負担金

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
3優先度消防水利整備事業 予算事業名 消防設備整備事業

大村　琢晃担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 常備消防力を強化する

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 消防力の充実、強化を図る

項目

実施の概要

水利調査 ８２３
消火栓等新設・修理 基 ６５

活
動
実
績

７
基 ８２５ 826

4 5

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

- - -

臨時職員 - -

96 316,446

-

支出内訳

人件費 317,330 358,533 113 345,254

3,540,800

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 3,092,230 5,459,513 177

事業費 2,774,900 5,100,980 184

3,886,054 71 5,118,446

69 4,802,000 136

92

132

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 3,092,230

-

5,459,513 177 3,886,054 71

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 3,092,230 5,459,513 177 3,886,054 71 5,118,446 132

5,118,446 132

-

-

その他 -

指標説明（式） 消火栓・防火水槽の点検

指標名１ 水利調査

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 ８２３ ８２３ 100.0 ８２５ 100.2 ８２６ 100.1

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 ８２３ ８２５

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.2 ８２６ 100.1
基

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

５８１４ 92.9

指標名１ 消防水利１基あたりの維持金額

指標説明（式） （負担金＋補修金額）÷水利数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 ３３７５ ６１８３ 183.2 ４２８７ 69.3
円

目標 ４９３９ ７６０９ 154.1 ６２６１ 82.3

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

消火栓・防火水槽を全て点検し、常に良好な使用状態を維持した。

5

効率性

コストの節減
改修工事にあっては、出来る限り道路工事等に併せて実施し、コスト節減に努
めた。

5

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

事業計画とおり行った。 5

具体的な評価観点 内容評価視点
６　課題として認識された点

21総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 水防法

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

26年度実績 27年度実績 28年度計画
1

単位 25年度実績

事業番号 030202010700

無

市民・市職員・消防団員・関係担当課員

水防計画に基づき、水防活動や避難誘導を確実におこなえるように､関係機関との連携を強化
する。

1事業の類型

市民

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
5優先度水防業務事業 予算事業名 水防業務経費

大村　琢晃担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 常備消防力を強化する

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 消防力の充実、強化を図る

項目

実施の概要

水防協議会 １
水防訓練(図上訓練含む) 回 １

活
動
実
績

１
回 １ 1

1 1

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

- 0.024 100 0.0240.024 100

臨時職員 0.004 - 0.004 0

97 505,038

100

支出内訳

人件費 554,205 - 534,898

17,730

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.000 -

合計 554,205 -

事業費 0 -

552,628 100 622,038

- 117,000 660

94

113

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計

-

554,205 - 552,628 100

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 554,205 - 552,628 100 622,038 113

622,038 113

-

-

その他 -

指標説明（式） 水防訓練回数（図上訓練含む）

指標名１ 水防訓練

４　評価指標
【有効性】

指標名２ 水防協議会

備考
目標 １ １ 100.0 １ 100.0 1 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 水防協議会回数

実績 １ １

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.0 1 100.0

目標 １ １ 100.0 １ 100.0 1 100.0

実績 １ １ 100.0 1 100.0

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

-

指標名１

指標説明（式）

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 - -

目標 - -

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

成果目標（改
善）達成度

西はりま消防組合相生消防署と合同で、水防訓練を実施した。

5
関係（根拠）
法令から見た
効果

地域防災計画等にかかる水防計画を、水防協議会にて協議した。

効率性

手段の最適
性

水防業務は、西はりま消防組合相生消防署との連携が不可欠であることから、
訓練等の実施にあたって協議等を実施した。

4

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

水防訓練、水防協議会を実施し、水防活動、避難誘導など市内の防災強化を
図っている。

5

具体的な評価観点 内容

有効性 成果の向上
西はりま消防組合相生消防署との連携強化を図っ
ていく必要がある。

評価視点
６　課題として認識された点

24

有効性 成果の向上
より有効な訓練となるよう西はりま消防組合相生消
防署と協議していく。

総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

消防体制の強化のため、３市２町で消防・救急業務を広域で行う。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
3

単位 25年度実績

事業番号 030202011200

有

西はりま消防組合

将来発生が予測される地震、風水害、ゲリラ豪雨や竜巻の災害に対応した消防組織の構築と
消防基盤の充実、消防体制の強化のため。

5事業の類型

市民

高機能指令センター管理事業 消防車両・資機材整備
緊急通信指令施設

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部企画広報課
3優先度西はりま消防組合事業 予算事業名 西はりま消防組合事業

横川　昌紀担当者名担当課長 松尾　次郎
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 常備消防力を強化する

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 消防力の充実、強化を図る

項目

実施の概要

組合議会開催数 3活
動
実
績

回数 3 3

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

- 0.028 88 0.0280.032 100

臨時職員 - -

91 536,470

-

支出内訳

人件費 317,330 606,469 191 554,750

540,654,838

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 317,330 546,972,799 172,367

事業費 594,326,000 546,366,330 92

541,209,588 99 440,610,470

99 440,074,000 81

97

81

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 317,330

-

546,972,799 172,367 541,209,588 99

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 317,330 546,972,799 172,367 541,209,588 99 440,610,470 81

440,610,470 81

-

-

その他 -

指標説明（式）

指標名１

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 - - -

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

- -

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

-

指標名１

指標説明（式）

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 - -

目標 - -

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

市民サービス
広域化により、各署の応援体制等が統括されることで市民サービスが向上して
いる。

5

効率性

手段の最適
性

広域化により、各消防署の連携が確立され、体制の強化が図れている。

5

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

西はりま消防組合は平成25年4月1日に設立され、消防デジタル無線及び指令
センターを整備中であり、計画どおり進んでいる。

5

具体的な評価観点 内容

妥当性
目的の妥当
性

経費面において、広域化のメリットが出るように車
両の配備等協議を進める必要がある。

評価視点
６　課題として認識された点

28.5

妥当性
目的の妥当
性

広域化のメリットが出るよう、車両の配備等協議を
進める。

総合評価

進捗状況

コストの節減 デジタル無線等の整備において、単独実施よりも節減できている。

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

妥当性

有効性効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 消防組織法、消防法

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

消防出初式の開催及び消防団車両等の維持管理

26年度実績 27年度実績 28年度計画
500

単位 25年度実績

事業番号 030202020100

無

消防団員及び消防団車両等

消防団活動が円滑に行えるよう消防団車両等消防団装備を維持管理する。

3事業の類型

市民、消防団員

消防分団車庫の移転・改築 消防団無線整備事業
消防施設維持修繕（非常備） 消防団車両・ポンプ整備

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
3優先度消防団活動事業 予算事業名 消防団活動事業

大村　琢晃担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 非常備消防体制の充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 消防力の充実、強化を図る

項目

実施の概要

災害出動人数 205

368
訓練出動人数

人
人 4259

活
動
実
績

3970
人

400出初式参加人数 345

1056 344
4314 4800

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算

350

インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

322 0.348 100 0.4120.108 0.348 118

臨時職員 0.060 0.040 67 0.040 0

97 3,553,942

100

支出内訳

人件費 1,293,986 3,152,037 244 3,049,750

50,451,760

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 4,093,498 70,352,859 1,719

事業費 2,799,512 67,200,822 2,400

53,501,510 76 42,520,942

75 38,967,000 77

117

79

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 4,093,498

-

70,352,859 1,719 53,501,510 76

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 4,093,498 70,352,859 1,719 53,501,510 76 42,520,942 79

42,520,942 79

-

-

その他 -

指標説明（式） 出動人員

指標名１ 災害出動人員

４　評価指標
【有効性】

指標名２ 訓練出動人員

備考
目標 500 500 100.0 500 100.0 500 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 出動人員

実績 205 1056

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

515.1 344 32.6

目標 5000 5500 110.0 4400 80.0 4800 109.1

実績 4259 3970 93.2 4314 108.7

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

170063 105.5

指標名１ 分団車両１台に係る年間維持管理経費

指標説明（式） 分団車両維持管理経費÷分団車両数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 119848 126915 105.9 87025 68.6
円

目標 167157 159907 95.7 161133 100.8

実績 495 468 94.5 577 123.3
円

目標 369
27年度 前年比

有効性

組織運営・適
正管理

必要最低限の予算で消防団車両等を適正管理することができた。

5

効率性

コストの節減 最大限のコスト削減に努めた。

5

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

事業計画とおり行った 5

具体的な評価観点 内容

効率性
手段の最適
性

資機材の整備等、消防団活動を維持管理するため
の財源確保。

評価視点
６　課題として認識された点

21

有効性
組織運営・適
正管理

事業の必要性、緊急性を十分検証し、計画的かつ
適正に非常備消防体制の充実を図る。

総合評価

進捗状況

507 137.4 625 123.3 612 97.9

指標名２ 分団員一人に係る出初式開催経費

指標説明（式） 出初式開催に係る経費÷団員数

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規 消防組織法、消防法

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

消防団員の表彰、任免、公務災害・退職報償、報酬、服制、消防殉職者追悼式、その他消防
団事務に関すること。

26年度実績 27年度実績 28年度計画単位 25年度実績

事業番号 030202020200

無

消防団員

消防団員の公務災害補償制度や退職報償等の各種制度を整備することにより、安心して消防
団活動が行える環境整備を行う。

3事業の類型

消防団員

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
3優先度消防団運営事業 予算事業名 消防団運営事業

大村　琢晃担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 非常備消防体制の充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 消防力の充実、強化を図る

項目

実施の概要

消防殉職者追悼式参列者数

86
消防団員数

人
人 518

活
動
実
績

519
人

85

退団者数 人 13 23 20 20

表彰 79
519 520

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算

84

インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

673 0.972 90 1.0070.160 1.076 104

臨時職員 0.934 0.048 5 0.048 0

88 8,229,452

100

支出内訳

人件費 3,827,144 8,812,021 230 7,738,670

42,954,417

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 42,463,917 53,016,450 125

事業費 38,636,773 44,204,429 114

50,693,087 96 52,475,452

97 44,246,000 103

106

104

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 42,463,917

-

53,016,450 125 50,693,087 96

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 42,463,917 53,016,450 125 50,693,087 96 52,475,452 104

52,475,452 104

-

-

その他 -

指標説明（式）

指標名１ 消防団員数

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 520 520 100.0 520 100.0 520 100.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績 518 519

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

100.2 519 100.0
人

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

85088 90.9

指標名１ 消防団運営経費に係る消防団員一人当たりのコスト

指標説明（式） 事業費÷消防団員数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 74588 85172 114.2 82764 97.2
円

目標 85496 84442 98.8 93579 110.8

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

組織運営・適
正管理

全国的に消防団員数の減少が見られる中、機構改革により分団数は減少した
が、団員数はほぼ定数を維持している。

4

成果目標（改
善）達成度

消防団活動に対する意識改革により、各分団の出動人員が増加した。

効率性

コストの節減 消防団運営費に係る団員一人当りのコストを例年並み維持することができた。

5

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

事業計画とおり行った 5

具体的な評価観点 内容

効率性
執行体制の
効率性

当市における人口減少・高齢化社会による団員の
確保対策を検討していく必要がある。

評価視点
６　課題として認識された点

20総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

消防団員の消防技術の向上と士気の高揚を目的として、隔年毎に開催される大会に向けて訓
練を実施する。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
1000

単位 25年度実績

事業番号 030202020300

無

消防団員

消防団員の消防技術の向上と士気の高揚を図り、消防人としてより一層の連帯意識を高め、
地域住民と一帯となった『安心･安全のまちづくり』を推進する。

3事業の類型

消防団員

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
3優先度消防操法大会等事業 予算事業名 消防操法大会等事業

大村　琢晃担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 非常備消防体制の充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 消防力の充実、強化を図る

項目

実施の概要

操法訓練参加人数 804

0
操法訓練回数

人
回 41

活
動
実
績

43
人

0消防フェスタ来場者人数 0

1371 463
26 50

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算

0

インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 一般会計 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

- 0.004 8 0.0560.052 1,400

臨時職員 - -

49 756,494

-

支出内訳

人件費 317,330 761,429 240 375,182

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 317,330 1,964,502 619

事業費 1,203,073 -

375,182 19 1,807,494

0 1,051,000 -

202

482

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 317,330

-

1,964,502 619 375,182 19

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 317,330 1,964,502 619 375,182 19 1,807,494 482

1,807,494 482

-

-

その他 -

指標説明（式） 訓練回数

指標名１ 消防操法訓練回数

４　評価指標
【有効性】

指標名２ 消防操法訓練参加人員

備考
目標 20 46 230.0 20 43.5 50 250.0

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式） 訓練参加人数

実績 41 43

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

104.9 26 60.5
回

人
目標 200 1520 760.0 200 13.2 1000 500.0

実績 804 1371 170.5 463 33.8

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 25

36150 134.9

指標名１ 消防操法訓練一回あたりのコスト

指標説明（式） （人件費＋訓練出動手当＋訓練・大会経費）÷大会・訓練回数

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 26957 75184 278.9 14430 19.2
円

目標 13520 69144 511.4 26807 38.8

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

期待する目標
消防技術の向上と士気の高揚を図ること及び大会において優秀な成績を収め
ること。

4

成果の向上 全体訓練を実施していく中で、分団内部の連帯意識が高まった。

効率性

執行体制の
効率性

分団員が一丸となって効率的な訓練を行うことができた。

5

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

事業計画とおり行った 5

具体的な評価観点 内容

効率性
執行体制の
効率性

休日だけでなく、団員の仕事の終了後、夜間に操
法訓練を行うため、練習時間、人員に制約がある。

評価視点
６　課題として認識された点

20

有効性 成果の向上
安全を重視し、限られた期間で密度の濃い訓練を
実施するとともに、実際の消防活動に反映させる。

総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況



実施計画事業名

根拠法規及び関連法規

事
業
の
目
的

誰のために（具体的に）

誰（何）を対象として

意図（どのような状
態にしたいのか）

大島山に建立されている消防殉職者慰霊碑の前で、ご遺族をはじめ参列者とともに５年毎に
追悼式を行う。

26年度実績 27年度実績 28年度計画
-

単位 25年度実績

事業番号 030202020400

無

遺族、消防職・団員

危険な消防活動に身を挺し、不幸にも殉職された消防団員を永久に称えるため、５年毎に追悼
式を行う。

9事業の類型

殉職者、遺族

市民とともにつくる安全なまち 担当部局名 企画総務部総務課
3優先度相生市消防殉職者追悼事業 予算事業名

大村　琢晃担当者名担当課長 三宅　淳一
無実施計画への記載 主要事業の指定取組み事項 非常備消防体制の充実を図る

まちづくり目標
年度 27 事務事業名

施策名（中） 消防力の充実、強化を図る

項目

実施の概要

消防殉職者追悼式参列者数 -活
動
実
績

人 - -

前年比 備考27年度決算 前年比 28年度予算インプット指標 25年度決算 26年度決算 前年比

３　投入資源 会計区分 事業費単位：円　

0.027 0.026 96 0.026 100

- - -

臨時職員 - -

96 316,446

-

支出内訳

人件費 317,330 358,533 113 345,254

人員 参事以下職員

部長以上職員 0.026 104

合計 317,330 358,533 113

事業費 -

345,254 96 316,446

- -

92

92

-

-

財源内訳

国庫支出金

市債
県支出金 -

--

合計 317,330

-

358,533 113 345,254 96

-

- -

事務事業評価シート

事業費単位：円　※　事業の進捗状況

一般財源 317,330 358,533 113 345,254 96 316,446 92

316,446 92

-

-

その他 -

指標説明（式）

指標名１

４　評価指標
【有効性】

指標名２

備考
目標 - - -

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比

指標説明（式）

実績

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

- -

目標 - - -

実績 - -

１　基本情報

２　事業の概要　　Ｄｏ



配点 32.5

-

指標名１

指標説明（式）

【効率性】

前年比 27年度 前年比 28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

28年度(計画)指標単位 区分 25年度 26年度 前年比 備考

実績 - -

目標 - -

実績 - -

目標
27年度 前年比

有効性

効率性

評価視点 具体的な評価視点 評価コメント及び現状認識 担当課評価
５　事業の評価(27年度実績)　Ｃｈｅｃｋ

評価視点 具体的な評価観点 内容

７　事業の改革改善　Ａｃｔｉｏｎ
評価結果を踏まえた28年度の改革改善内容

事業計画に対
する進捗状況

具体的な評価観点 内容評価視点
６　課題として認識された点

6総合評価

進捗状況

- - -

指標名２

指標説明（式）

前年比

0
1
2
3
4
5
優先度

有効性

効率性

進捗状

況


